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中国・四国支部評議員候補者および代議員候補者の選出方法運用に際しての

留意事項

（評議員候補者）

１． 各ブロックの評議員は，各ブロックの評議員候補者および代議員候補者を選出する際

に各ブロックでのまとめ役を務める。

２． 評議員の任期は選出された直後の３月１日から翌年の２月末日までの１年。

３． 中国・四国支部会の評議員定数は３名。

４． 評議員は支部の世話役ということを考慮して，評議員候補者を幹事大学から選出する。

ただし，１名は支部会開催大学から選出する。支部会は，中国地方の幹事大学と四国

地方の幹事大学で交互に開催する。

５． これまでの支部会開催大学および評議員担当大学の順番を参考にして（資料２），２０

０１年度から２０１０年度までの割り振り案を以下とする。支部会開催大学は１０年

で一巡，評議員担当大学は概ね５年で一巡。

　　　　　年度　　　支部会　　　　　評議員候補

　　　　２００１　　岡山大学　　　　岡山大学　　　愛媛大学　　　広島大学

　　　　２００２　　高知大学　　　　山口大学　　　高知大学　　　広島大学

　　　　２００３　　島根大学　　　　島根大学　　　香川大学　　　広島大学

　　　　２００４　　徳島大学　　　　岡山理科大学　徳島大学　　　広島大学

　　　　２００５　　広島大学　　　　岡山大学　　　鳴門教育大学　広島大学

　　　　２００６　　愛媛大学　　　　岡山理科大学　愛媛大学　　　広島大学　

　　　　２００７　　山口大学　　　　山口大学　　　高知大学　　　広島大学

　　　　２００８　　香川大学　　　　島根大学　　　香川大学　　　広島大学

　　　　２００９　　岡山理科大学　　岡山理科大学　徳島大学　　　広島大学

　　　　２０１０　　鳴門教育大学　　山口大学　　　鳴門教育大学　広島大学

１９９９年度支部総会において，２００１年度支部会開催予定校を鳥取大学から次の予定

大学（岡山大学）への変更が了承された（資料１参考２の４）。２００２年度以降について

は，鳥取大学での支部会開催について適当な時期に検討する。

（代議員候補者）

６． 代議員の任期は選出された直後の３月１日から翌年の２月末日までの１年。

７． 中国・四国支部会員数４８６（２０００年８月９日現在）より，２００１年度代議員

定数は５（日本数学会細則第１３条参照）。
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８． 内規より，４年間の代議員候補者総数２０の各ブロックへの割り当ては

　　　　　A ブロック　１０，　　B ブロック　６，　　C ブロック　４

　　である。Ａ，Ｂ各ブロックで次のように割り振る。

（１） Ａブロックの４年間の代議員候補者数１０を，Ａブロック各４県の会員比を

考慮して次のように割り当てる。

　　　　　岡山県　５，　鳥取県　１，　島根県　２，　山口県　２

（２） Ｂブロックの４年間の代議員候補者数６を，Ｂブロック各４県の会員比を考慮して

次のように割り当てる。

　　　  　愛媛県　２，　徳島県　２，　高知県　１，　香川県　１

（３） Ａ，Ｂ各ブロックの代議員候補者を，上述の４年間の代議員候補者割り振り数に従

い，かつ評議員候補者の予定大学を参考にして選出する。

　 　 ２００１年度から２００４年度までの割り振り案（4 年で一巡）を以下とする。

　　　　　　年度　　　　Ａブロック　　　　　　　　　Ｂブロック　

．　　　　２００１　　　岡山県，　　　　山口県　　　香川県，徳島県

　　　　　２００２　　　岡山県（２名）， 島根県　　　徳島県

　　　　　２００３　　　岡山県，　　　　山口県　　　愛媛県，高知県

　　　　　２００４　　　岡山県，島根県，鳥取県　　　愛媛県


